
 

 
 

 
 
 
 

みなさまの声を活かした跡地利用を促進します 

＝ 米軍施設跡地利用構想に 3,382 通 ! ＝              

 
平成１７年１２月、学識経験者等による横浜市返還施設跡地利用構想検討委員会（委員長： 

伊藤滋早稲田大学特命教授）が「返還施設の跡地利用に関する提言」を市長に提出しました。

これを受け、横浜市では、平成１８年１月から、様々な方法でこの提言に対する意見募集を実

施いたしました。 

主な調査結果としましては、 

① ３,３８２通ものアンケートの回答が寄せられるなど、米軍施設についての関心の高さが伺

えます。 

② 市内米軍施設の大規模な返還方針については、半分以上の方が認識しています。 

③ 豊かな緑地空間の創出など「横浜から始める首都圏の環境再生」を全体テーマとした検討

委員会の提言の基本的な方向性が多くの市民の方に支持されました。 

④ 各施設ごとの利用についても、公園・緑地など緑のオープンスペースについての要望が強

くみられます。 

⑤ 「自由意見欄」についても、1,7６５通というたいへん多くのご意見をいただきました。 

 

 これらのご意見を踏まえ、早い段階に市としての望ましい利用のあり方をまとめてまいりま

す。また、いただいたご意見や、地権者の皆様のご意向を踏まえながら、さらに具体的な検討

を進めてまいります。 

 

１ 調査方法等 

 調査対象 実施方法 調査期間 回収数／配布数 

（回収率） 

８区区民アンケー

ト 

施設に関係する８区（中、

南、旭、磯子、金沢、戸塚、

泉、瀬谷）の区民 

各区 1,000 人（15 歳以上）

を無作為抽出し、郵送配布、郵

送回収 

2 月 13 日  

 

3 月 10 日 

2,527/8,000 

(32%) 

 

ヨコハマ e アンケ

ート 

ヨコハマｅアンケートメ

ンバー（８１４名） 

市民局による「ヨコハマ e アン

ケート」による調査 

2 月 9 日 

 

2 月 22 日 

302/814 

(37%) 

施設周辺の自治会

等役員 

施設周辺の自治会・町内会

役員 

施設周辺の連合自治会を通じ、

加入自治会・町内会の役員に配

布 

1 月 17 日 

 

3 月 10 日 

417/約 1,900 

(約 22%) 

市・区役所窓口及

び基地対策課ホー

ムページ 

一般市民 市民情報センター・各区役所広

報相談係で配布及び市基地対

策課ホームページへの記入 

1 月 17 日 

 

3 月 10 日 

窓口回収：111 通 

ホームページ  

：25 通 

※ 上瀬谷通信施設、根岸住宅地区、旧小柴貯油施設内にある民有地の地権者の方々（現時点で本市が把握している

方）には、別途意見募集を行いました。 

～ 

～ 

～ 

～ 

－ １ － 

資料３ 



 

 
 

２ 調査結果 

問１ 横浜市内の米軍施設のうち、上瀬谷通信施設、深谷通信所、富岡倉庫地区、根岸住

宅地区の返還方針が出ていること（小柴貯油施設は、１７年１２月返還済）についてはご

存知でしたか。 

 

 

 

 

よく知っている

知っている

市内に米軍施設がある
ことは知っているが、

市内に米軍施設がある
ことを知らなかった

無回答

12.7%

12.6%

36.5%

43.4%

44.0%

50.3%

50.8%

50.7%

39.8%

32.8%

12.2%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

８区区民アンケート
(n=2,527)

eアンケート
(n=302)

施設周辺の自治会等役員
(n=417)

市・区役所窓口等
(n=136)

 

 

問２ 提言では、問１でお示しした５施設の跡地利用に共通する全体テーマとして「横浜

から始める首都圏の環境再生」をあげ、豊かな緑地空間の創出など都市環境を改善す

ることを目指しています。それについてどのようにお考えになりますか。 

 

 

 

 

 

良い

どちらかといえば良い

どちらでもない

どちらかといえば良くない

良くない

無回答

73.6%

66.2%

75.8%

68.4%

20.0%

27.2%

14.7%

17.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

８区区民アンケート
(n=2,527)

eアンケート
(n=302)

施設周辺の自治会等役員
(n=417)

市・区役所窓口等
(n=136)

 

 

 

・ いずれの実施方法でも「よく知っている」と「知っている」の回答が、半数

以上を占めています。 

・ 「良い」と「どちらかといえば良い」との回答が合計で９割程度を占め、テーマ「横

浜から始める首都圏の環境再生」については、多くの方の支持をいただきました。 

－ ２ － 



 

 
 

 

問３ 問１でお示しした５施設のなかで、あなたが最も関心のある施設を一つだけ選んで

ください。 

 

 

 

上瀬谷通信施設

深谷通信所

富岡倉庫地区

根岸住宅地区

小柴貯油施設

無回答

30.0%

31.1%

40.0%

25.0%

19.7%

25.7%

9.6%

13.7%

4.8%

6.0%

4.4%

5.6%

43.4%

32.7%

24.7%

16.9%

15.3%

8.9%

10.4%

25.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

８区区民アンケート
(n=2,527)

eアンケート
(n=302)

施設周辺の自治会等役員
(n=417)

市・区役所窓口等
(n=136)

 

 

問４ 問３で選択された施設について、お聞きします。その施設の「跡地利用の方向」の

中で、おおむね望ましいもの全てを選択してください。（複数選択可) 

 

【上瀬谷通信施設】 

 

 

 

 

 

広域の防災活動拠点・広
域機能の立地
（広域防災活動拠点、物流セン
ター、道の駅等）

「緑」を享受する首都圏郊
外の自然レクリエーション
空間
（都市林、多目的広場、水辺空間、
野外活動施設等）

持続的で魅力ある都市型
農業の振興
（農業生産基盤、市民利用型農園、
農産物販売拠点等）

交通利便性の向上に資す
る基盤整備
（環状４号線等）

52.0%

64.9%

53.3%

29.4%

38.1%

80.4%

71.3%

72.5%

47.1%

49.3%

39.0%

44.7%

31.7%

23.5%

34.3%

33.1%

28.7%

29.3%

17.6%

41.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

８区区民アンケート
(n=759 )

eアンケート
(n=94)

施設周辺の自治会等役員
(n=167 )

市・区役所窓口等
(n=34 )

地権者
(n=134)

 

・「自然レクリエーション空間」、「広域の防災拠点等の立地」の方向性が望ましいという

回答が多くなっています。 

・「地権者」からの回答では、半数以上の支持を得たものは無く、支持は４つの利用方向

に概ね均等に分かれました。 

・「市・区役所窓口等」以外の回答では、「上瀬谷通信施設」と「根岸住宅地区」への

関心が高くなっています。 

－ ３ － 



 

 
 

 

 

【深谷通信所】 

 

 

 

 

特色あるデザインを持つ
大規模な公園・緑地
（都市林、多目的広場、水辺空間、
野外活動施設等）

交通利便性の向上に資す
る基盤整備
（外周道路、連絡道路等）

防災拠点機能の形成
（防災活動拠点等）

84.3%

82.8%

84.2%

82.9%

35.3%

58.6%

52.6%

42.9%

48.2%

44.8%

57.9%

48.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

８区区民アンケート
(n=498)

eアンケート
(n=29)

施設周辺の自治会等役員
(n= 57)

市・区役所窓口等
(n=35 )

 
 

 

【富岡倉庫地区】 

 

 

 

 

産業振興に寄与する拠点
（人材育成・産学連携・研究開発等
の機能）

地域の魅力向上
（海と丘をむすぶ遊歩道、多目的広
場、水際広場等）

37.1%

52.9%

35.0%

50.0%

81.5%

64.7%

70.0%

100%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

８区区民アンケート
(n=151 )

eアンケート
(n=17)

施設周辺の自治会等役員
(n=20 )

市・区役所窓口等
(n= 6)

 

 

・「特色あるデザインを持つ大規模な公園・緑地」が８割以上の支持を得ています。 

・「地域の魅力向上」が６割以上の支持を得ています。 

－ ４ － 



 

 
 

 

 

【根岸住宅地区】 

 

 

 

 

特色ある現環境の活用
（居住施設、宿泊・滞在施設、交流
施設等）

根岸森林公園との一体利
用
（公園・緑地、庭園、休息施設、レス
トラン等）

周辺市街地の都市機能改
善への寄与
（行き止まり道路の解消、広域避難
場所等）

39.6%

58.8%

35.0%

39.1%

44.6%

78.7%

60.3%

75.7%

87.0%

51.1%

43.5%

45.0%

52.4%

52.2%

34.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

８区区民アンケート
(n= 826)

eアンケート
(n=131)

施設周辺の自治会等役員
(n=103 )

市・区役所窓口等
(n=23 )

地権者
(n=92)

 

【旧小柴貯油施設】 

 

 

 

緑のオープンスペース、市
民レクリエーション空間
（都市林、多目的広場、庭園、野外
活動施設等）

魅力的な景観の保全
（市民参加による樹林地管理等）

広域機能の立地
（教育・研究機関等）

75.6%

70.4%

79.7%

80.0%

68.5%

56.1%

55.6%

43.8%

60.0%

54.8%

26.7%

22.2%

29.7%

28.6%

54.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

８区区民アンケート
(n=262 )

eアンケート
(n=131)

施設周辺の自治会等役員
(n= 64)

市・区役所窓口等
(n= 28)

地権者
(n=73)

 

 

・「根岸森林公園との一体利用」の方向性が望ましいという回答が多くなっています。 

・「地権者」からの回答では、支持は 3 つの利用方向に概ね均等に分かれました。 

・「緑のオープンスペース、市民レクリエーション空間」が概ね７割以上の支持を得てい

ます。 

－ ５ － 



 

 
 

 
 

[参考] 地権者アンケートの概要 

 
 

上瀬谷通信施設、根岸住宅地区、旧小柴貯油施設内の民有地の地権者に対して、郵送等

によりアンケート調査を行いました。配布数と回答数は、以下のとおりです。 

上瀬谷通信施設：２３７人へ配布、１３４人から回答（回答率５７％） 

根岸住宅地区 ：１２５人へ配布、 ９２人から回答（回答率７４％） 

旧小柴貯油施設： ７５人へ配布、 ７３人から回答（回答率９７％） 

 

・ 市内米軍施設の返還方針については、非常に多くの方（８割以上）が認知しています。 

・ 返還方針の合意に関しては、根岸住宅地区、旧小柴貯油施設では「よろこばしいこと

だ」と「困ったことだ」という回答がほぼ同じ割合となっており、上瀬谷通信施設で

は「よろこばしいことだ」が多くなっています。 

・ 所有地の利用計画については、上瀬谷通信施設、根岸住宅地区は「まだ特に考えてい

ない」との回答が５～７割と最も多く、旧小柴貯油施設は「希望する利用方法がある」

との回答が７割と最も多くなっています。 

 
 

－ ６ － 

■明日（5 月 11 日）、横浜市都市経営局基地対策部ホームページへ「米軍施設の跡地利用に関す

る市民アンケート調査結果」を掲載予定 

ホームページアドレス 

 ＜http://www.city.yokohama.jp/me/keiei/kichitaisaku/index.html＞ 


